
【調査表の見方】

１、概要
今回の調査表は、３種類の表からできています。表３の一部を除き、消費税、事業所税込金額となっているので、消費税、事業所税の入力は不要です。

表１… 表２を基に算出したものです。基本的に財務会計システム（以下、「システム」）と一致していなければなりません。なお、表２の金額を修正・変更すると自動計算されます。
表２… システムから出力した、債務負担行為の各年度の金額です。基本的にシステムと一致していなければいけません。調査表は、表2の「支出見込額」から「その他」までの年割額を修正してください。
表３… 表１を基に予算書のベースとなる表及び金額を記載しています。金額については、表2を反映して自動計算されます。

なお、債務負担行為令和２年度（当該年度-１）及び令和３年度（当該年度）に終了する事項については表３は不要なので表示していません。

債務負担行為と表１〜表３までの関係について
 ・表１、表２は１表ずつあります。表３は、終了年度が令和４年度以降の事項のみ表示されています。
 ・元金・利子補給や損失補填事業など、同じ事業が毎年計上されているものや、公営住宅借上料など同一年度に同じ事項名で計上されている事項は、表１、表２の合算が１表ずつあります。
  また、個別の表２が債務負担の番号分あります。
  ※合算した表１及び表２は、今回の依頼用に作成した表になりますので、システム上では合算データは出力されません。
    したがって、合算した金額を確認する際は、システムから各債務負担番号のデータを出力し、それぞれを手計算により足し上げる必要がありますのでご了承ください。

999 ●×業務委託料 （平成29年度） 【期間】 平成29年度 〜 令和4年度
(単位 : 円)

支出予定額 支出見込額 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
全体金額 1,510,000 1,510,000 151,000 0 0 0 1,359,000
設定年度 10,000 10,000 1,000 0 0 0 9,000
限度額 1,500,000 1,500,000 150,000 0 0 0 1,350,000 (単位 : 千円)

 2年度末まで
(前年度末まで)

600,000 600,000 60,000 0 0 0 540,000

 3年度
(当該年度)

400,000 400,000 40,000 0 0 0 360,000

 4年度以降
(翌年度以降)

500,000 500,000 50,000 0 0 0 450,000 期間 金額 期間 金額 国県支出金 地方債 その他
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令和2年度
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令和3年度 〜
 

令和4年度
900 90 0 0 810

切り上げ前の
金額

900,000

平成29年度 10,000 10,000 1,000 0 0 0 9,000
平成30年度 100,000 100,000 10,000 0 0 0 90,000
平成31年度 200,000 200,000 20,000 0 0 0 180,000
令和2年度 300,000 300,000 30,000 0 0 0 270,000
令和3年度 400,000 400,000 40,000 0 0 0 360,000
令和4年度 500,000 500,000 50,000 0 0 0 450,000

限度額

 前年度末までの
支出（見込）額

 当該年度以降の
支出予定額

左の財源内訳

特定財源

一般財源

当該年度＝令和３年度の例

当該年度を基準に
表２を合算したのが表1

表1を基に調書に記載すべき内容を示したのが表3

○表２：年度別の金額



２、各表の算出方法
 ２.１ 表１の算出方法（合算する事項以外の場合）

例において、「当該年度」は、令和２年度となっています。
 また、表２の一番上の年度は「設定年度」にあたり、この金額は、債務負担行為ではなく設定年度における通常の歳出予算となっております。
「設定年度」の金額は、表１の「全体金額」と「設定年度」の金額には含まれますが、それ以外の項目（表１の「限度額」より下の項目）には含まれません。

支出予定額 支出見込額 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
全体金額 1,510,000 1,510,000 151,000 0 0 0 1,359,000
設定年度 10,000 10,000 1,000 0 0 0 9,000
限度額 1,500,000 1,500,000 150,000 0 0 0 1,350,000

 2年度末まで
(前年度末まで)

600,000 600,000 60,000 0 0 0 540,000

 3年度
(当該年度)

400,000 400,000 40,000 0 0 0 360,000

 4年度以降
(翌年度以降)

500,000 500,000 50,000 0 0 0 450,000

平成29年度 10,000 10,000 1,000 0 0 0 9,000 １行目
平成30年度 100,000 100,000 10,000 0 0 0 90,000 ２行目
平成31年度 200,000 200,000 20,000 0 0 0 180,000 ３行目
令和2年度 300,000 300,000 30,000 0 0 0 270,000 ４行目
令和3年度 400,000 400,000 40,000 0 0 0 360,000 ５行目
令和4年度 500,000 500,000 50,000 0 0 0 450,000 ６行目

表２の１行目から最終行（６行目）までの総計

表２の１行目

表２の２行目から最終行（６行目）までの総計

表２の２行目から当該年度の上行（4行目）までの総計

表２の当該年度の行（5行目）

表２の当該年度の下行（6行目）以降の総計

「全体金額」「設定年度」には含まれるが、それ以外には含まれない。

当該年度



 ２.２ 表１の算出方法（合算する事項の場合） ３、表３の算出方法

100 A事業利子補給（平成25年度分） 表１を基に表３を算出します。
200 A事業利子補給（平成26年度分） 終了年度が、令和4年度以降の事項のみ表示しています。

平成29年度 〜 令和4年度
支出予定額 支出見込額 一般財源 支出予定額 支出見込額 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

全体金額 88,300 88,300 81,770 全体金額 1,510,000 1,510,000 151,000 0 0 0 1,359,000
設定年度 300 300 270 設定年度 10,000 10,000 1,000 0 0 0 9,000
限度額 88,000 88,000 81,500 限度額 1,500,000 1,500,000 150,000 0 0 0 1,350,000

 2年度末まで
(前年度末まで)

67,000 56,000 60,500
 2年度末まで

(前年度末まで)
600,000 600,000 60,000 0 0 0 540,000

 3年度
(当該年度)

11,000 11,000 11,000
 3年度

(当該年度)
400,000 400,000 40,000 0 0 0 360,000

 4年度以降
(翌年度以降)

10,000 21,000 10,000
 4年度以降

(翌年度以降)
500,000 500,000 50,000 0 0 0 450,000

平成25年度 0 0 0
平成26年度 1,000 1,000 900
平成27年度 11,000 11,000 9,900
平成28年度 11,000 11,000 9,900
平成29年度 11,000 11,000 9,900
平成30年度 11,000 11,000 9,900
平成31年度 11,000 11,000 10,000 一般財源
令和2年度 11,000 11,000 10,000 期間 金額 期間 金額 国県支出金 地方債 その他
令和3年度 11,000 11,000 11,000 平成30年度 令和3年度
令和4年度 10,000 10,000 10,000 1,500 〜 600 〜 900 90 0 0 810

令和2年度 令和4年度
切り上げ前 900,000

100 A事業利子補給（平成25年度分） の金額
平成25年度 100 100 90
平成26年度 1,000 1,000 900
平成27年度 1,000 1,000 900
平成28年度 1,000 1,000 900
平成29年度 1,000 1,000 900  表３は、予算書作成時のベースになる表です。表３は、千円単位になっています。
平成30年度 1,000 1,000 900  表３の「限度額」は、平成30年度以前に設定した事項で、消費増税の影響を考慮する必要が
平成31年度 1,000 1,000 1,000 あったものは、「○○千円に消費税を加えた額」と表記していますが、Ｈ３１年度予算書からは、
令和2年度 1,000 1,000 1,000 10月から消費税が10％になることがほぼ決まっていたので、税込金額の数字のみで表記しています。
令和3年度 1,000 1,000 1,000  また、その他に「貸付残高に年〇％以内の率を乗じた額」など、文言で表記するものもあります。

200 A事業利子補給（平成26年度分）   とは、千円未満、切り上げです。
平成26年度 200 200 180
平成27年度 10,000 10,000 9,000
平成28年度 10,000 10,000 9,000   とは、千円未満、切り捨てです。
平成29年度 10,000 10,000 9,000 現在、システムでは切り上げになっているため、
平成30年度 10,000 10,000 9,000 この部分についてシステムと差異が出る可能性がありますが、原則切り捨てとなります。
平成31年度 10,000 10,000 9,000
令和2年度 10,000 10,000 9,000
令和3年度 10,000 10,000 10,000   とは、千円未満、切り上げ、もしくは、切り下げです。
令和4年度 10,000 10,000 10,000 切り上げか、切り下げかは、他の算出をみて、調整することとなります。

(単位：千円)
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